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W131b ASTRO－H搭載X線CCD（SXI）の軟X線帯域の検出効率の測定
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我々は ASTRO-H衛星に搭載する X線 CCDカメラ（Soft X-ray Imager：SXI） の開発を行っている。 SXI
用のCCDは裏面照射型の PチャネルCCDで，空乏層の厚みは∼200µm の完全空乏化したものである．X線の
入射面である素子の表面には，可視光遮光用に厚みが ∼100nmのアルミニウムからなる OBL(Optical Blocking
Layer)を直接コーティングしている。また，SXIは CCD素子の前面に，コンタミ防止と紫外線の遮光を目的と
した CBF(Contamination Blocking Filter) を装備しており，主に 2keV以下の軟 X 線帯域の検出効率は，この
OBLと CBFの厚みで決まる。
我々は，昨年６月に続き，今年の５月に高エネルギー加速器研究機構の放射光施設（KEK-PF）において，OBL

のＸ線透過率も含め，0.2-2.0keVの軟Ｘ線の検出効率の測定を行った。　特に，酸素の吸収端付近のXAFS(X-ray
Absorption Fine Structure)構造を重点的に検出効率の測定を行い，CBFを含まないCCD単体の検出効率がO-K
輝線付近では検出効率が 83 ％であることが分かった。また、昨年の測定結果と比較して，∼0.5keV以下のエネ
ルギー帯域も含め検出効率に有意な差がなく，昨年から実施している地上実験においてコンタミの付着について
は、有意には検出できない程度であることが分かった。
本公演では、KEK-PFでの軟X線に対する検出効率などの性能評価実験の結果を中心に報告する。


